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 part1 システムを知っているか

 経営とは、利回りを最大にすること

 銀行預金金利よりも低いとすると、役員報酬を得る資格ない

 ビジネスの世界

 どんなシステム？

 どうすればシステムを利用できるか？

 システムを見方につけるには？

 ゲームのルール

 とにかく儲ける

 参加するためには、正しい利回り感覚を身につける

 勝つには、システムについて自分の頭で考える

 再投資のために一円でも多くお金を残す

 役員報酬はただの仮払い  役員報酬10M、内部留保3M、税金2M、残り5M←これが給料

 part2 7つのシステムの正体 

 ❶収入  ビジネスを拡大させる方法

 ①お客の数を増やす

 チラシで集客

 買う顧客を増やす

 買う顧客の平均販売数量を増やす

 ②お客の一人について平均販売数量を増やす

 ③お客の購入回数を増やす

 中小企業はそこそこ全てやる

 ❷支出  経費を80:20の法則で考える

 コントトールすべき20％の経費は「人件費、利
 息、リース料、家賃、税金、保険料など

 良いコスト削減の例
 敷金を払わない  経費で落ちないから

 内装は大家さんに  内装すると減価償却資産になって経費で落
 ちない

 戦略的とは  仕入額などの変動費と365日間取られる支出を
 徹底的に管理すること

 悪いコスト削減の例  電気代や文房具代をケチる  社員の士気が一気に落ちる  せこい経営は無能の印

 会社が休みでもかかる経費

 365日かかる経費は徹底的に節約

 ❸借入  借入の原則

 ⭕  リスクのない借入をする  絶対に５がでるとわかっているルーレット

 ❌ ビジネスの拡大＝借入金が増える  ビジネスが拡大すれば利益も拡大し、運転資金に回せるはず

 日本の民法は債権者主義  貸した人の保護が優先される

 返済方法  返済が苦しくなったら  減額、期間の延長  交渉でリスケは可能だ

 ❹税金  かっぱらいの帝王

 税金を取るための耐用年数

 ⭕  経費化は少しでも早い方がいい

 減価償却  車は経費で一度には落とせない  6年かけて分割する  耐用年数が短ければ短いほど、経費
 にすることができる

 長い耐用年数の弊害

 本当のかっぱらいは社会保険
 社会保険料の税率はもらっている給料の約22％（除介護保健）

 社会保険料は全額負担  実際は、中小企業の社長ならば会社も自分のものなので、全部負担している

 ❺決算書  粉飾決算

 ボロボロの倉庫、帳簿上は30万年  壊すだけでも100万年  マイナス100万の資産が30万で帳簿計上  粉飾

 決算書のゾンビ化  ⭕  固定資産  レストラン30M、五年経過すると国税の耐用年
 数20年だと決算書上の価値は23M  耐用年数８年の現実的な数字だと13M

 ゾンビ化は５年で10M

 10Mも多く建物の価値を認識

 10Mも多く利益の累計を勘違いしている

 決算書の利益  税法によって算出された税金を計算する為の数
 字  税金の世界では所得

 本当の利益  税金を計算するための数字と別に出さなければならないが、会計事務所はしない  法人税申告書、決算書、税務基準決算書

 ❻価格  価格とはストレッチ

 低価格路線の経営者  みんな安売りしているからしょうがない

 高価格路線の経営者  高い価格で売るために色々教えてやってみよう

 中小企業に低価格戦略は無理  高い期待値→高価格→満足度  お客との良い関係  中小企業は高価格路線しかない

 ❼リスク  損切りタイミング  本業以外での勝負はリスク
 慣れない分野では判断できない

 撤退の判断すらつかない

 新規事業を考えるのは本業
 がうまくいかないことからの逃げ

 自分にストレッチをかける、低価格は努
 力していない証拠

 part3 知っておくべき４つの数字

 ❶一人当たり付加価値 付加価値は粗利、売上総利益 一人当たり付加価値3M 給料が4Mなら赤字

 ❷労働分配率

 付加価値をどれくらい人件費に分配
 したかという指標

 40円のキャベツを80円で50万個売れば、売上40M、
 粗利20M  この60％の12Mが人件費の限界？

 粗利の60％が上限と財務分析の本には書
 いているが

 ❸一人当たり経常利益 経常利益➗ 社員数 目標値：200万を最低基準に考える

 ❹ROA,CROA
 ROA=経常利益÷総資産 最低20％を目指す

 CROA=CF÷総資産

 粗利の50％を人件費内訳（役員報酬
 20％、社員給料30％）

 part4 合法的な裏金の作り方

 役員報酬は給料ではなく、ただの数字

 役員報酬の役割は節税 役員報酬とは、税金が最も安くなる金額に決められる

 役員報酬は社長のお金ではない 合法的な裏金

 社長個人の通帳に振り込まれるお金は大事な内
 部留保金ですが、会社の資金が足りなくなった
 時は、会社の通帳に入金できるように留保
 しておきます

 ①一人当たり経常利益

 一人当たり経常利益＝2M

 役員報酬分配率＝20％

 ROA=20%

 ②役員報酬分配率 取りすぎの役員報酬を内部留保に

 ③ROA
 ●総資産80M✖  ROA20%=理想の経常利益16M
 ●理想の経常利益16Mー表向きの経常利益⒈5M＝取りすぎの役員報酬14.5M
 ●表向きの役員報酬20Mー取りすぎの役員報酬14.５M＝本当の役員報酬⒌５M

 ＜モデルケース＞
 売上３億、粗利率29％、付加価値87M

 経常利益1.5M、役員報酬20M
 従業員パート0.5人で計算して8.5人

 総資産80M

 ●理想の一人当たり経常利益20M✖  従業員数8.5人＝理想の経常利益17M
 ●理想の経常利益17Mー表向きの経常利益1.５M＝取りすぎの役員報酬15.５M
 ●表向きの役員報酬ー取りすぎの役員報酬15.5M＝本当の役員報酬4.５M 

 取りすぎの役員報酬は内部留保へ

 役員報酬はただの数字

 part5ビジネス万有引力の法則

 収穫逓減の法則
 一つのビジネスを大きくする時代は終わった

 収穫が増えると効率が落ちる

 １：3：５の法則 売上高10M、30M、50Mで踊り場がある

 プッシュカートビジネス ビジネスとは利回りを最大化すること
 夢は追わない

 手押し車でポップコーンをうる 中小企業にはこの発送
 利回りの最大化

 ３✖  ７
 ３つの戦略、７つの打ち手（マーケティング） 市場を池に例えたら、成功のコツは１０本の竿

 を出すこと

 最初の打ち手は失敗する

 新しいものは古い 喫茶店よりカフェの方が古い 歴史を振り返るとヒントがある

 小さな会社を複数持つ

 ❶❸❹で一流企業と勝負する


